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発 行  大 寄 公 民 館 

住 所  深谷市起会 84-1 

電 話  571-0341 

F A X  574-5865 

令和８年１月１日 発行 

大寄公民館だより

と き  ２月１７日（火）午前９時３０分～１２時３０分（昼食込み） 

と こ ろ  大寄公民館 調理実習室 

講 師  深谷市食生活改善推進員協議会 深谷支部長 田中光子先生 

人数/参加費  １２人 ／ 一人５００円（当日集金） 

対 象  深谷市内在住のかた    ※エプロン、三角巾、水分補給飲料水、マスク着用をお願いします。 

申 し 込 み  大寄地区在住のかた １月１３日（火）～３０日（金）  

       大寄地区以外のかた １月２０日（火）～３０日（金） 

   電話または窓口で申し込み 午前９時～午後５時まで（土日除く） 

問い合わせ  大寄公民館 ☎５７１－０３４１ 

 

 いつものひなまつりを食卓からちょっと可愛く、ちょっとおしゃれに彩ります。 

ひと手間かけてワンランク上の桃の節句を味わいませんか。ぜひ、ご参加ください。 

あけましておめでとうございます

大寄地区の皆さまにおかれましては、健やかな新年をお迎えのことと 

お慶び申し上げます。昨年は、皆様のご協力により、地区体育祭や芸能 

祭をはじめ、米寿・白寿お祝い会など多くの公民館事業を無事開催する 

ことができ、ありがとうございました。 

本年も生涯学習および地域コミュニティづくりの拠点として、多くの 

皆さまにご利用・ご参加していただけますよう職員一丸となり取り組ん 

で参りますので、引き続き、皆さまのご支援・ご協力をお願い申し上げ 

ます。皆様のご健勝とご多幸を祈念申し上げ、新年のごあいさつとさせ 

ていただきます。             大寄公民館 職員一同 

 

七宝焼きの制作を体験しませんか。七宝焼きは、銅版にカラフルな釉薬（ガラスの粉）を

載せて、その上にガラスの塊をのせ焼き付けます。オリジナル製品をつくりましょう！！ 

と き  １月２４日（土）午後１時～４時 

と こ ろ  大寄公民館 工芸室 
講 師  七宝作家 濱田登代子先生 

  １２人 ／ 一人５００円（当日集金）  

対 象  深谷市内在住のかた 

申 し 込 み  大寄地区のかた   １月 ５日（月）～２０日（火）  

       大寄地区以外のかた １月１３日（火）～２０日（火） 

電話または窓口で申し込み 午前９時～午後５時まで（土日祝除く）    

問い合わせ  大寄公民館 ５７１－０３４１ ＜イメージ写真＞ 

一緒に作り 

ましょう！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

                                                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

◇告示日 １月１８日（日） 

◇投票日 １月２５日（日） 

◇期日前投票 １月１９日～１月２４日まで 

場所／時間 ・深谷市役所⇒午前８時３０分～午後８時 

・上柴、岡部、川本、花園公民館⇒午前９時～午後８時 

◇投票できるかた  

平成２０年１月２６日以前に生まれたかたで、 

  令和７年１０月１７日以前に本市の住民基本台帳に

登録され、引き続き３カ月以上住所を有し、選挙人

名簿に登録されているかた 

問い合わせ 深谷市選挙管理委員会   

５７４－６６６４ 

 【使用済小型家電の収集日】１４日（第２水曜日）、【有害ごみの収集日】１６日（第３金曜日） 

 

   

 

 大寄地区に在住する人々が広く文化・芸術に触れ親しむ機会として、趣味の作品展を開催いたします。

日頃制作された作品をふるって出展くださいますようご案内いたします。 

出展申し込み  令和８年１月６日（火）～１月３０日（金） 

午前９時～午後５時まで（土日祝を除く） 
 
※深谷市在住在勤のかた、大寄公民館利用団体のかた出展いただけます。 

※大寄公民館にある出展申込書に記入のうえ、期日までにお申し込みください。 

と き  ３月７日（土）午前９時～午後５時 

３月８日（日）午前９時～午後３時 

ところ  大寄公民館 体育室 

問い合わせ  大寄公民館 ☎571-0341 

 

 

自動運転バスに乗車頂いたかたへ記念乗車券を、

アンケートにお答え頂いたかたへ「ネギー」をプレ

ゼント！ 

キャンペーン期間 

12月 22日（月）～令和 8年 2月 7日（土） 
 

詳細は市ホームページをご確認ください 

問い合わせ 

都市計画課 574-6654 

 

と き  1月 29日（木）午後 1 時 30 分～３時 30分 

ところ  深谷市ボランティア交流センター3階  

大会議室 

対象/定員  深谷市内在住の概ね 65歳以上のかたや

その家族 ／ 先着 50名 

申し込み  1月 9日（金）～1月 23日（金） 

午前 9時～午後５時（平日のみ） 

問い合わせと申し込み 

深谷市社会福祉協議会 ☎573-6869 

 アンガーマネジメントから感情のコントロール法を学ぶ 

～大切なかたとよりよい関係を築くために～ 

と き １月３１日（土）午前１０時～１１時３０分 

ところ 上柴公民館 大会議室１ 

定員／対象 先着３０人／市内在住在勤のかた 参加無料 

講 師 南 美詠子様（エムアイシステム 代表） 

申し込み 人権政策課 ☎574-6643 

深谷市誕生２０周年記念と新札１周年記念の今年は、作品を出展されたかたもご来場されたかたも素敵

なプレゼントが当たる抽選会も実施します。詳しくは、公民館だより２月号をご覧ください。 
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誠之堂とゴーヤ 

７日（水）利用団体調整会議 午後１時３０分～、午後２時３０分～ 大会議室 

２４日（土）初めての七宝焼き教室        午後１時～ 大会議室 

２９日（木）第１１回自治会長会議        午後７時～ 大会議室 

 

蔵の街を歩こう 大人の遠足 ｉｎ 川越 

※施設利用ができない日   ２８日（水）定期清掃 午前９時～午後５時 

11月 20日（木） 

簡単！ 
親子カステラ作り教室 

12月 4日（木） 

大寄地区 
歴史探訪講座 11月 29日（土） 

今回からバスハイキング改め「大人の遠足」と題し、観光と散策の両方を楽しめる企画として実施しまし

た。今回の散策では、喜多院や時の鐘など川越の主要スポットを巡り、ツアーガイドの案内により、より深

く川越の歴史と魅力に触れることができました。 

 

年末防犯パトロール 

吹矢体験教室 

12月 6日（土） 

12月 2日（火） 

今年も荻野勝正先生をお迎えし、「県北地方の方

言について」の講座を開催しました。方言シリーズ

を中心に、養蚕ことばや農機具の紹介もあり、方言

から養蚕や農業が盛んだったことの解説がありま

した。興味深い内容で参加者は真剣に受講されてい

ました。 

 

吹矢の基本動作から的当てまでを和やかな雰囲気

の中で体験していただきました。初めての方でも気

軽に楽しめる内容で、参加者からは「気持ちよく体

を動かせた」といった声も寄せられました。 

 

と き ３月７日（土）午後２時～  

ところ 大会議室 

※詳しくは２月号をご覧ください 

湯本知子先生を講師に迎え、親子 3組が参加し、

新聞紙で型を作る工程から、クリスマスにも活用で

きるカステラ作り教室を開催いたしました。子ども

たちも積極的に取り組み、親子で協力しながら、終

始和やかな雰囲気の中で楽しくカステラ作りを行

うことができました。 

 

大寄駐在所の河原駐在官にご協力をいただき、深谷警

察署管内（大寄地区）における犯罪や交通事故の現状に

ついてご説明いただきました。その後、自治会役員の皆

さまにより各地区に分かれて防犯パトロールを実施し

ました。ご協力いただきありがとうございました。 

大寄地区 喜寿お祝い会 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大寄地区の人口 令和７年 1２月１日現在  （ ）内は前月比 

男性：1,44４人（-１） 女性：1,４７９人（+２） 合計：2,9２３人（+１） 1,27５（+１）世帯 

） 
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五ケ村用水の堰 瑞穂橋 


